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（１） 事業者名および代表者名

明豊自動車株式会社

代表取締役　　杉　浦　宏　枝

（２） 所　在　地
〒471-0828
愛知県豊田市前山町１丁目２６番地
ＴＥＬ:（0565）28-2323　ＦＡＸ:（0565）28-1291
e-mail: meihou-soumu@meihou365.onmicrosoft.com

（３） 環境管理責任者
専務取締役　　杉　浦　直　人

（４） 担当者連絡先
総務課　部長　宇　野　敏　幸　

（５） 事業概要

●　自動車教習業
●　自動車整備業
●　損害保険業
●　ガソリンスタンド業

（６） 事業の規模（令和３年度実績）

百万円

人 （令和４年４月２日現在）

（７） 沿　　革

昭和３６年　３月 明豊自動車株式会社　設立
昭和３６年　７月 豊田自動車学校　開校
昭和３９年１０月 明豊石油　開業　　（平成２３年　８月廃業）
昭和４０年　５月 明豊整備　開業
昭和４０年　７月 本　　社　開業
昭和５３年　４月 明豊損保　開業
昭和６３年　７月 三好自動車学校　開校
平成２７年　５月 明豊石油　ニュー前山SS　開業
平成２８年　５月 本社・豊田自動車学校新社屋　移転完了

（１） 対象範囲
①対象組織：本社・豊田自動車学校、三好自動車学校、明豊整備・損害保険部・明豊石油
②対象活動は事業概要に同じ

（２） レポートの対象期間及び発行日
令和4年　４月　～　令和5年　３月までの１年間　（令和5年　9月　28日発行）

２.　対象範囲

自動車教習所

明豊整備
明豊損保
明豊石油

豊田市前山町１丁目２７番地１
自動車整備
損害保険

ガソリンスタンド
　　３０５．７１㎡

三好自動車学校 みよし市三好町森曽５５番地 自動車教習所 １，９１１．０５㎡

事業所名 所在地 事業内容 床面積

明豊自動車株式会社 豊田市前山町１丁目２６番地 本　　　　社
２０４６．３８㎡

豊 田 自 動 車 学 校 豊田市前山町１丁目２６番地

【事業所】

１.　組織の概要

【売上高】 1,300

【従業員数】 123



（１）当社に適用される法規則、当社が同意するその他の要求事項を遵守します。

（2） 働き方改革の一環としてITを活用した業務のスリム化、効率化を推進します。

（3）次の事項について具体的な環境経営目標・環境経営計画を定め実施します。

① 電気使用量を削減して、二酸化炭素の排出量を削減します。

② 化石燃料の使用量を削減して、二酸化炭素の排出量を削減します。

③ 紙類の節約・リサイクルの推進につとめ廃棄物排出量を削減します。

④ 水道量の節水につとめ総排出量を削減します。

⑤ グリーン購入を推進します。

⑥ 教習所におけるエコドライブ教育を推進します。

⑦ 地域の交通安全運転センターとして、ドライブ育成サービスに努めます。

⑧ 化学物質を的確に管理します。

（4）本指針を全職員に周知し、環境経営システムの継続的改善を進めます。

制定日 令和2年　11月25日

明豊自動車株式会社

代表取締役　　

３.　環境経営方針

環　境　経　営　方　針

環境システムの構築及び運用を行なうことにより、環境保全活動を自主的積極的に推進します。

環　境　理　念

行　動　指　針

　当社は、教習所をはじめとする公共性の高い事業と認識し、「企業の社会的責任を果たし、

推進に努めます。
自然環境の維持および改善のため事業を行なう」を理念に掲げ、職員一丸となって継続的



環境管理責任者は、環境方針、環境目標を関係する全従業員に周知する。

担当部署
二酸化炭素排出量 電力の使用量を 電力の使用量を 電力の使用量を 電力の使用量を
の削減を行う 2019〜2021年の実績数値より 2020〜2022年の実績数値より ２０２１〜２０２３年の実績数値より

右記に示す通り 466,221 ＫＷｈ 479,655 ＫＷｈ 設定予定

2022年度CO2削減目標 年間　２％以上　削減する。 年間　２％以上　削減する。
直近3年間の実績値を基準に

（年間目標値） （年間目標値）
816,682 kg-CO2 年間　２％以上　削減する。 456,897 ＫＷｈ 470,062 ＫＷｈ

194,638 kg-CO2 200,246 kg-CO2 （年間目標値）
年間　1.0％以上　削減する。

808,515 kg-CO2
ガソリン・軽油の使用量を ガソリン・軽油の使用量を ガソリン・軽油の使用量を ガソリン・軽油の使用量を

2019〜2021年の実績数値より 2020〜2022年の実績数値より
右記に示す通り ガソリン　143,716（Ｌ） ガソリン　142,442（Ｌ） ２０２１〜２０２３年の実績数値より

軽油       107,900（Ｌ） 軽油        108,772（Ｌ） 設定予定

直近3年間の実績値を基準に 年間　２％以上　削減する。 年間　２％以上　削減する。

電力使用のCO2排出係数は 年間　２％以上　削減する。 ガソリン 軽油 ガソリン 軽油
中部電力令和１年度値 140,841（Ｌ） 105,742（Ｌ） 139,593（Ｌ） 106,597（Ｌ）
0.426㎏-CO2/Kwｈを使用 326,986(kg-CO2) 273,338(kg-CO2) 324,087(kg-CO2) 275,549(kg-CO2)

廃棄物排出量の削減を 紙類の購入枚数を 紙類の購入枚数を 紙類の購入枚数を 紙類の購入枚数を
行う

右記に示す通り 2019〜2021年の実績数値より （２）コピー用紙購入の適正管理 2020〜2022年の実績数値より ２０２１〜２０２３年の実績数値より

480,000 枚 432,500 枚 設定予定

直近3年間の実績値を基準に 年間　５％以上　削減する。 （３）ペーパーレスの実施 年間　５％以上　削減する。
（年間目標値） （年間目標値） （年間目標値）

年間　５％以上　削減する。 456,000 枚 410,875 枚
廃棄物の排出量を 廃棄物の排出量を （１）ゴミの分別廃棄の徹底を図る。 廃棄物の排出量を 廃棄物の排出量を

右記に示す通り 2019〜2021年の実績数値より （２）産業廃棄物の適正管理を行い、削減を図る。 2020〜2022年の実績数値より ２０２１〜２０２３年の実績数値より

10,393 ㎏ 10,314 ㎏ 設定予定

2018〜2020年の実績数値より 年間　５％以上　削減する。 年間　５％以上　削減する。
（年間目標値） （年間目標値） （年間目標値）

年間　５％以上　削減する。 9,873 ㎏ 9,798 ㎏
水使用量の削減を行う 水使用量を 水使用量を （１）水使用の管理の強化を図る。（従業員に対して） 水使用量を 水使用量を

右記に示す通り 2019〜2021年の実績数値より （２）水道配管からの漏水を定期的に点検する。 2020〜2022年の実績数値より ２０２１〜２０２３年の実績数値より

4,525 ㎥ 4,307 ㎥ 設定予定

直近3年間の実績値を基準に 年間　２％以上　削減する。 （３）節水協力チラシ掲示による節水推進（お客様に対して） 年間　２％以上　削減する。
（年間目標値） （年間目標値） （年間目標値）

年間　２％以上　削減する。 4,435 ㎥ 4,221 ㎥
グリーン購入の推進 グリーン購入可能な商品への グリーン購入の実態把握 （１）購入先・購入方法の徹底を図る。 グリーン購入の実態把握 グリーン購入の実態把握

切り替え 購入切替 購入切替 購入切替
（グリーン購入率目標） （２）購入物内容の把握 （グリーン購入率目標） （グリーン購入率目標）

（３）インターネット発注による的確な管理を行う。
60% 60% 60% 60%

教習所における 教習生に対する 教習生に対する （１）教習時にエコドライブについての説明 教習生に対する 教習生に対する
エコドライブ教育の推進 エコドライブの周知徹底 エコドライブの周知徹底 　（ハイブリット車を利用しての有効的な教習） エコドライブの周知徹底 エコドライブの周知徹底

（２）エコドライブ講習等積極的な活動
100％実施 100％実施 100％実施

地域の交通安全教育センター 積極的な講習会の実施・取組 積極的な講習会の実施・取組 （１）企業講習等の積極的な実施 積極的な講習会の実施・取組 積極的な講習会の実施・取組
としてのドライバー育成
サービス （２）講習会・イベント等積極的な取組を行なう。

化学物質を的確に管理する ガソリン等取扱量を調査して、化学物質を把握する。
化学物質については、適切な管理を行う。

2019〜2021年の実績数値平
均より

（年間目標値） （年間目標値）

４.　環境経営目標
作　成　日

（１）冷暖房の使用方法等の徹底を図る。

全部署

（２）建物内の不要照明消灯の徹底を図る。

（３）教習コース照明時間の把握をする。

（４）事務所照明の適正化実施する。

（５）節電協力チラシ掲示による節電推進を図る。

2023/5/18

環　境　方　針
中　期　目　標 ２０２２年度（令和４年　４月　～　令和５年　３月） ２０２３年度 ２０２４年度
達　成　時　期 目　　標 実　施　事　項 目　　標 目　　標

23年度実績確認後設定

（１）教習及び業務でのアイドリングストップの徹底

全部署

（２）ハイブリット車の有効利用

（３）スクールバス路線の効果的な運用

全部署

（年間目標値）
23年度実績確認後設定

（１）OA紙裏面使用の徹底を図り紙使用の削減をする。

全部署
23年度実績確認後設定

23年度実績確認後設定

全部署

23年度実績確認後設定

本　社

学校部

学校部



作成日

A 担当部署

B チェック方法

電力の使用量を A 全部署

B 点検表

2019年度~2021年度の実績数値より A 全部署

２％以上削減する。 B

A 全部署

（年間目標値） B 点検表

456,897　ｋｗｈ A 学校部

B 点検表

A 全部署

B
ガソリン・軽油の使用量を A 全部署

2019年度~2021年度の実績数値より B
２％以上削減する。 A 全部署

ガソリン 軽油 B
（年間目標値） （年間目標値） A 学校部

140,841（Ｌ） 105,742（Ｌ） B
廃棄物の排出量を A 全部署

2019年度~2021年度の実績数値より B
５％以上削減する。 A 全部署

B

A 損保部

B

A 全部署

B
（年間目標値） A 整備部

9,873　㎏ B
水使用量を A 全部署

2019年度~2021年度の実績数値より B
２％以上削減する。 A 全部署

B
（年間目標値） A 全部署

4,435　㎥ B
グリーン購入の実態把握 A 本　社

B
購入切替 A 本　社

（グリーン購入率目標） B
60% A 本　社

B
エコドライブに関する情報収集 A 学校部

と教育内容に対する準備 B

A 学校部

B
講習内容についての A 学校部

情報収集と準備 B

A 学校部

B
化学物質を的確に管理する。 A 本社・砿油部

B

環境
方針

２０２２年度（令和４年　４月～令和５年　３月）

目　　標
取組
項目

　活　動　計　画

　具体的取組方法

点検表でチェックを行ない、不要照明は各人が消灯する。

③
教習コース照明時間の把握

点検表でチェックを行い、点灯開始・終了時間を管理する。

2022/04/11

④
事務所照明の適性化実施

随時、蛍光灯の確認を行ない、適正化を図るようにする。

⑤
節電協力ポスター掲示による節電推進

節電ポスターにより節電協力意識を高めるようにする。

①
教習及び業務でのアイドリングストップの徹底

暖気運転等の削減

②
ハイブリット車の有効利用

プリウスを使用しての教習実施・営業車に電気自動車利用

③
スクールバス路線の効果的な運用

運行状態を確認して見直しを行い、走行距離を削減する。

廃
棄
物
排
出

量
の
削
減

①
OA紙裏面使用の徹底を図り、紙使用の削減をする。

OA紙裏面使用の周知徹底をする。

②
コピー用紙購入の適正管理

毎月の購入枚数を管理して、前年度比較が行い易いようにする。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

①
冷暖房の使用方法等の徹底

点検表でチェックを行ない、適時調節をする。

②
建物内の不要照明消灯の徹底

③
ペーパーレスの実施

確認資料等可能な限りパソコン画面で行い、ペーパーレス化を図る。

④
ゴミ分別廃棄の徹底

分別ゴミ箱を随時点検する。（飲料会社）

⑤
産業廃棄物の適正処理徹底

産業廃棄物の排出状況確認（毎月・随時）集計表・マニュフェスト

水
使
用
量

削
減

①
水使用の管理強化（従業員に対して）

節水の意識向上を図る。（掲示実施）

②
水道配管からの漏水を定期的な点検する。

水道メーターの確認と毎月使用量データからの確認を行なう。

③
節水協力ポスター掲示による節水推進（お客様に対して）

節水ポスターにより節水協力意識を高めるようにする。

グ
リ
ー

ン

購
入

①
購入先・購入方法の徹底

データによる管理を行う。

②
購入物内容の把握

データによる管理を行う。

①
教習時にエコドライブについての説明

教習車プリウスによる教習を実施

②
エコドライブ講習等積極的な活動

情報収集を行う。

化
学
物
質

管
　
理

①
化学物質を的確に管理する。

ガソリン・軽油給油量を調査して、化学物質を把握する。

５．環境経営計画

育
成

サ
ー

ビ
ス

①
企業講習等の積極的な実施

安全運転講習を通じてサービス向上に努める。

②
講習会・イベント等積極的な取組

イベント等実施の際に、環境活動に対するアピールを行う。

③
インターネット発注による的確な管理

インターネット管理により、管理が行い易い方法を取る。

エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
教
育



現在

11 名 38 名 29 名 6 名

役割・責任・権限

明豊自動車
株式会社

豊田自動車学校 三好自動車学校
明豊整備
明豊損保
明豊石油

6-1　EA２１実施体制図 2022/4/1

代 表 者 杉浦宏枝　社長

環境管理責任者 杉浦直人　専務

EA２１事務局

本　社 学校部 学校部 整備部・損保部・砿油部

EA２１担当者 EA２１担当者 EA２１担当者 EA２１担当者
都築　伸康 本田　裕之 永田　和宏 宮川　真由美

（嘱託・パート・アルバイト 16名） （嘱託・パート・アルバイト　21名） （嘱託・パート・アルバイト 1名）

役　割 担　当　者 責　任　・　権　限

（嘱託・パート・アルバイト 1名）

代　表　者 杉　浦　宏　枝
環境方針の作成、環境管理責任者の任命、資源（人員・
設備・費用等）の準備、代表者による全体の評価と見直し
環境活動レポートの承認と発行

環境管理責任者 杉　浦　直　人
代表者に代わり、環境経営システムを構築・運用・維持し
その状況を代表者に報告する。
環境活動レポートの確認

宮　川　真由美

事　務　局

宇　野　敏　幸
組織内において、エコアクション２１に関する
内部コミュニケーションを行う。
外部からの苦情等の受付と必要な対応及び結果の記録
環境活動レポートの作成

高　木　　将
環境関連文書及び記録の素案作成・管理等

EA２１担当

都　築　伸　康

記録・経理課で月毎に集計・事務局へ提出
本　田　裕　之

永　田　和　宏



環境管理責任者は環境方針・環境目標・活動計画書は関係する従業員に周知すること。

環境 担当部署 計画

方針 点検表 実績 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
電力の使用量を （１）冷暖房の使用方法等の徹底 全部署 計画
2019〜2021年の実績数値より 　　・　点検表でチェックを行い、適時調整をする。 点検表 実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

466,221 ＫＷｈ （２）建物内の不要照明消灯の徹底を図る。 全部署 計画
年間　２％以上　削減する。 　　・　点検表でチェックを行い、不要照明は各人が消灯する。 点検表 実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（３）教習コース照明時間の把握をする。 学校部 計画
（年間目標値） 　　・　点検表でチェックを行い、点検開始・終了時間を管理する。 点検表 実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

456,897 ＫＷｈ （４）事務所照明の適正化実施する。 全部署 計画
194,638 kg-CO2 　　・　随時、蛍光灯の確認を行い、適性化を図るようにする。 実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（５）節電協力チラシ掲示による節電推進を図る。 全部署 計画
　　・　節電ポスターにより、節電協力意識を高めるようにする。 実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ガソリン・軽油の使用量を 全部署 計画
2019〜2021年の実績数値より 　　・　暖機運転等の削減 実績
ガソリン　143,716（Ｌ） 学校部 計画
軽油       107,900（Ｌ） 実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
年間　２％以上　削減する。 学校部 計画

　・　運行状態を確認して見直しを行い、走行距離を削減する。 実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ガソリン 軽油

140,841（Ｌ） 105,742（Ｌ）
326,986(kg-CO2) 273,338(kg-CO2)

紙類の購入枚数を （１）OA紙裏面使用の徹底を図り紙使用量の削減をする。 全部署 計画
　・　ＯＡ紙裏面利用の周知徹底を図る。 実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2019〜2021年の実績数値より （２）コピー用紙購入の適正管理 全部署 計画
480,000 枚 　・　毎月の購入枚数を管理して、前年度比較を行い易いようにする。 実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

年間　５％以上　削減する。 （３）ペーパーレスの実施 全部署 計画
（年間目標値） 　・　確認資料等可能な限りパソコン画面で行い、ペーパーレス化を図る。 実績

456,000 枚
廃棄物の排出量を （１）ゴミの分別廃棄の徹底を図る。 全部署 計画
2019〜2021年の実績数値より 　・　分別ゴミ箱を随時点検する。（飲料会社） 実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10,393 ㎏ （２）産業廃棄物の適正処理を徹底し削減を図る。 全部署 計画
年間　5％以上　削減する。 　　・マニュフェスト・ゴミ回収表の確認 実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（年間目標値）

9,873 ㎏
水使用量を （１）水使用の管理強化（従業員に対して） 全部署 計画
2019〜2021年の実績数値より 　　・　節水の意識向上を図る。（掲示実施） 実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4,525 ㎥ （２）水道配管からの漏水を定期的に点検する。 全部署 計画
年間　２％以上　削減する。 　　・　水道メイターの確認と毎月使用量データからの確認を行う。 実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（年間目標値） （３）節水協力チラシ掲示による節水推進（お客様に対して） 全部署 計画

4,435 ㎥ 　　・　節水ポスターにより節水協力意識を高めるようにする。 実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
グリーン購入の実態把握 （１）購入先・購入方法の徹底を図る。 本　社 計画
購入切替 　　・　データによる管理を行う。 実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（２）購入物内容の把握 本　社 計画
(グリーン購入率目標） 　　・　データによる管理を行う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60 ％ （３）インターネット発注による的確な管理を行う。 本　社 計画
　　・　インターネット管理により、管理が行い易い方法を取る。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教習生に対する （１）教習時にエコドライブについての説明 学校部 計画
エコドライブの周知徹底 　　・　教習車プリウスによる教習を実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

学校部 計画
100 ％実施 　　・　情報収集を行う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ドライバー育成サービス （１）企業講習等の積極的な実施 学校部 計画
　　・　安全運転講習を通じてのサービス向上 実績
（２）講習会・イベント等積極的な取組を行なう。 学校部 計画
　　・　イベント等実施の際に、環境活動に対するアピールを行う。 実績

化学物質の管理 （１）ガソリン等取扱量を調査して、化学物質を把握する。 全部署 計画
（２）化学物質については、適切な管理を行う。 実績 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

運用手順・運用基準
・ 環境管理責任者は、作成及び定期的評価を行う
・ 代表者（社長）は承認及び定期的評価と指示を行う
・ 環境方針の基本的方向・環境目標との整合を図ること
・ 環境方針・環境目標は毎年見直しを図ること
・ 誰が、何を、どの程度、どのように行うかを明記すること
・ 事業活動に大きな変更があった場合は速やかに改訂すること
・ 賃貸オフィス等で水道水、ガス、廃棄物処理等の量が把握できない

場合は、定性的の目標を策定するか、定期的監視・測定のみを適切に行う

６-2．環境経営計画に基づき実施した取り組み内容 作成日 2023/4/20

承　　認 作　　成

杉浦直人 高木　将

２０２２年度（令和４年　４月～令和５年　３月） 日　　程　　計　　画

目　　標 実　施　事　項

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

点検表による運用 夏場のエアコン管理徹底 点検表による運用 冬場のエアコン管理徹底

点検表による運用

随時点検実施 随時点検実施 随時点検実施 随時点検実施

掲示による運用 掲示による運用 掲示による運用 掲示による運用

点検表による運用 点検表による運用 点検表による運用

夜間照明の点灯時間確認 夜間照明の点灯時間確認 夜間照明の点灯時間確認 夜間照明の点灯時間確認

（１）教習及び業務でのアイドリングストップの徹底 職員への周知徹底 職員への周知徹底 職員への周知徹底 職員への周知徹底
教習時のアイドリングストップの周知徹底 夏場の車内エアコン利用についての徹底 教習時のアイドリングストップの周知徹底 冬場の車内エアコン利用についての徹底

（３）スクールバス路線の効果的な運用 教習生利用状況の把握 教習生利用状況の把握 教習生利用状況の把握 教習生利用状況の把握

（２）ハイブリット車の有効利用 教習・営業車での有効利用 教習・営業車での有効利用 教習・営業車での有効利用 教習・営業車での有効利用
　　・　プリウスを使用しての教習実施　・営業車に電気自動車利用

（年間目標値）

廃
棄
物
排
出

係
数
削
減

意識向上させる 意識向上させる 意識向上させる 意識向上させる

適正管理

ペーパーレスに対する意識向上 ペーパーレスに対する意識向上 ペーパーレスに対する意識向上 ペーパーレスに対する意識向上

裏面利用の徹底 裏面利用の徹底 裏面利用の徹底 裏面利用の徹底

適正管理 適正管理 適正管理

実態調査 実態調査 実態調査 実態調査

見回り・データ収集からの調査 見回り・データ収集からの調査

掲示による運用

意識向上させる 意識向上させる 意識向上させる 意識向上させる

適正管理する 適正管理する 適正管理する 適正管理する

購入物の把握 購入物の把握

(グリーン購入用品チェックリスト作成)グリーン購入適応品かどうかのチェックを行う。購入物の適正化を図る。

エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
教

育

技能教習でプリウスを利用しての実施

（２）エコドライブ講習等積極的な活動 エコドライブ講習の実施

掲示による運用 掲示による運用 掲示による運用

グ
リ
ー

ン

購
入

発注先を把握する。 発注先を把握する。 発注先を把握する。 発注先を把握する。

購入物の把握 購入物の把握

水
使
用
量

削
減

掲示による運用 掲示による運用 掲示による運用 掲示による運用

見回り・データ収集からの調査 見回り・データ収集からの調査

イベントを通じてのサービス向上 イベントを通じてのサービス向上 イベントを通じてのサービス向上
別紙にて報告 　別紙にて報告 　別紙にて報告 　別紙にて報告

育
成

サ
ー

ビ
ス

企業講習の積極的実施 企業講習の積極的実施 企業講習の積極的実施 企業講習の積極的実施
　別紙にて報告 　別紙にて報告 　別紙にて報告 　別紙にて報告

イベントを通じてのサービス向上

免許を取得させる事だけを目的にしない。交通ルールや運転技能のみではな
く、安全な運転をするマナー意識を持ったドライバー育成サービスへの意識向
上を持って活動するように心がける。

化学物質
各部署毎のガソリン使用量の把握

活
動
計
画
実
施
状
況

評
　
　
　
価

環
境
管
理

責
任
者

前年度からの内容を把握して、中期目
標
数値を考慮した対応を行なう。

夏場の対策を講じると共に、
体調管理に対する内容も把握する。

企業講習等の積極的な活動を実施で
きる
体制を考えていく。

教習生の増減に対応した能率的・効果
的な活動が実施出来る体制を整備す
る。

社
　
　
長

企業として社会貢献の出来る体勢を整える。
自動車教習所としての使命を再確認する。
２０２３年度は２０２０年度から２０２２年度の実績数値から目標設定をする。



７－１．環境経営目標の実績

次頁以降に　各項目別に示す



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

排出量（kg-CO2) 25,261 22,433 30,415 38,435 45,394 37,258 28,176 26,586 35,087 33,845 39,157 40,573 402,622

排出量（kg-CO2) 27,750 24,778 31,389 35,209 38,803 36,819 32,161 28,388 31,485 31,662 37,361 39,377 395,183

排出量（kg-CO2) 1,523 1,170 1,443 1,639 1,633 1,637 1,437 1,287 1,544 1,342 1,358 1,452 17,466

排出量（kg-CO2) 113 90 88 88 87 95 128 143 144 201 126 108 1,411

排出量（kg-CO2) 54,648 48,471 63,335 75,371 85,916 75,809 61,902 56,405 68,261 67,051 78,003 81,510 816,682

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

排出量（kg-CO2) 27,281 26,283 33,329 37,256 38,594 44,529 25,623 27,694 35,951 32,113 40,998 40,328 409,978

排出量（kg-CO2) 30,574 26,807 29,339 33,480 38,263 35,991 28,972 22,716 27,079 25,936 29,719 33,868 362,746

排出量（kg-CO2) 1,167 1,130 1,281 1,729 1,564 1,755 1,354 1,569 1,746 1,232 1,213 1,287 17,027

排出量（kg-CO2) 107 95 83 92 129 139 130 127 138 175 126 130 1,471

排出量（kg-CO2) 59,129 54,316 64,032 72,556 78,550 82,415 56,078 52,106 64,915 59,456 72,055 75,613 791,221

（㎏-CO2） 2019.4 3849.7 2914.4 △ 1179.2 △ 6800.0 7270.3 △ 2553.8 1107.7 864.1 △ 1732.6 1840.5 △ 245.1 7355.5

（㎏-CO2） 2824.6 2029.1 △ 2050.3 △ 1728.4 △ 539.7 △ 827.5 △ 3188.7 △ 5672.4 △ 4405.9 △ 5725.8 △ 7642.6 △ 5509.3 △ 32436.8

（㎏-CO2） △ 356.2 △ 40.1 △ 162.2 90.1 △ 69.0 118.3 △ 83.7 282.4 202.6 △ 110.6 △ 145.7 △ 164.8 △ 438.9

（㎏-CO2） △ 6.7 5.8 △ 5.0 3.1 42.2 44.5 2.4 △ 16.1 △ 6.4 △ 25.6 △ 0.2 21.6 59.6

（㎏-CO2） 4481.1 5844.6 697.0 △ 2814.5 △ 7366.5 6605.6 △ 5823.8 △ 4298.3 △ 3345.6 △ 7594.6 △ 5948.0 △ 5897.6 △ 25460.6

（％） 8% 17% 10% -3% -15% 20% -9% 4% 2% -5% 5% -1% 2%

（％） 10% 8% -7% -5% -1% -2% -10% -20% -14% -18% -20% -14% -8%

（％） -23% -3% -11% 5% -4% 7% -6% 22% 13% -8% -11% -11% -3%

（％） -6% 6% -6% 4% 49% 47% 2% -11% -4% -13% 0% 20% 4%

（％） 8% 12% 1% -4% -9% 9% -9% -8% -5% -11% -8% -7% -3%

（結果基準）
○　＝　前年度より削減達成
×　＝　前年度より削減不達成

〇 〇 〇 〇 〇

評　価 卒業者数の減少率より高くなっているので、特に高い部分の項目に集中していく。

× 〇 〇 × 〇 〇×

整備・損保・砿油

その他

全体

全　体　結　果 ×

三好校

整備・損保・砿油

その他

合計

増　減　数

本社・豊田校

三好校

整備・損保・砿油

その他

全体

増　減　率

本社・豊田校

三好校

温室効果ガス使用量　　　データ分析と実績からの評価

２０２２年度目標 ２０１９〜２０２１年の実績数値の平均値比　1％以上　削減する。

２０１９年度～２０２１年度の実績の平均値

本社・豊田校

三好校

整備・損保・砿油

その他

合計

２０２２年度実績

本社・豊田校

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（㎏
）

（月）

２０１８年度～２０２０年度の実

績の平均値（基準数値）
２０２１年度実績



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

排出量（kg-CO2) 25,261 22,433 30,415 38,435 45,394 37,258 28,176 26,586 35,087 33,845 39,157 40,573 402,622

排出量（kg-CO2) 27,750 24,778 31,389 35,209 38,803 36,819 32,161 28,388 31,485 31,662 37,361 39,377 395,183

排出量（kg-CO2) 1,523 1,170 1,443 1,639 1,633 1,637 1,437 1,287 1,544 1,342 1,358 1,452 17,466

排出量（kg-CO2) 113 90 88 88 87 95 128 143 144 201 126 108 1,411

排出量（kg-CO2) 54,648 48,471 63,335 75,371 85,916 75,809 61,902 56,405 68,261 67,051 78,003 81,510 816,682

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

排出量（kg-CO2) 27,307 26,310 33,362 37,289 38,631 44,568 25,647 28,087 35,982 32,138 41,034 40,366 410,721

排出量（kg-CO2) 30,607 26,838 29,373 33,516 38,301 36,027 29,004 22,742 27,109 25,962 29,746 33,901 363,126

排出量（kg-CO2) 1,168 1,130 1,282 1,730 1,564 1,756 1,354 1,204 1,748 1,232 1,213 1,288 16,670

排出量（kg-CO2) 107 95 83 92 129 139 130 127 138 175 126 130 1,471

排出量（kg-CO2) 59,189 54,374 64,099 72,626 78,625 82,491 56,136 52,160 64,977 59,507 72,119 75,685 791,987

（㎏-CO2） 2046.2 3876.9 2946.9 △ 1146.0 △ 6763.2 7310.0 △ 2529.1 1501.0 894.7 △ 1707.8 1876.5 △ 207.0 8099.1

（㎏-CO2） 2857.6 2059.8 △ 2016.5 △ 1692.8 △ 501.8 △ 791.9 △ 3156.9 △ 5646.4 △ 4376.2 △ 5700.5 △ 7615.5 △ 5475.8 △ 32056.9

（㎏-CO2） △ 355.6 △ 39.6 △ 161.6 91.0 △ 68.3 119.3 △ 82.9 △ 82.7 203.9 △ 110.1 △ 145.3 △ 164.0 △ 796.1

（㎏-CO2） △ 6.7 5.8 △ 5.0 3.1 42.2 44.5 2.4 △ 16.1 △ 6.4 △ 25.6 △ 0.2 21.6 59.6

（㎏-CO2） 4541.5 5902.8 763.8 △ 2744.7 △ 7291.1 6681.8 △ 5766.5 △ 4244.2 △ 3284.0 △ 7544.1 △ 5884.5 △ 5825.2 △ 24694.3

（％） 8% 17% 10% -3% -15% 20% -9% 6% 3% -5% 5% -1% 2%

（％） 10% 8% -6% -5% -1% -2% -10% -20% -14% -18% -20% -14% -8%

（％） -23% -3% -11% 6% -4% 7% -6% -6% 13% -8% -11% -11% -5%

（％） -6% 6% -6% 4% 49% 47% 2% -11% -4% -13% 0% 20% 4%

（％） 8% 12% 1% -4% -8% 9% -9% -8% -5% -11% -8% -7% -3%

（結果基準）
○　＝　前年度より削減達成
×　＝　前年度より削減不達成

三好校

温室効果ガス使用量　　　データ分析と実績からの評価

２０２２年度目標 ２０１９〜２０２１年の実績数値の平均値比　1％以上　削減する。

２０１９年度～２０２１年度の実績の平均値

本社・豊田校

三好校

整備・損保・砿油

その他

合計

２０２２年度実績

本社・豊田校

三好校

整備・損保・砿油

その他

合計

増　減　数

本社・豊田校

三好校

整備・損保・砿油

その他

全体

増　減　率

本社・豊田校

整備・損保・砿油

その他

全体

全　体　結　果 × 〇 〇 〇

評　価 卒業者数の減少率より高くなっているので、特に高い部分の項目に集中していく。

× 〇 〇 × 〇 〇× 〇 〇
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

使用量（KWh） 14,459 10,692 14,363 23,241 25,200 17,956 14,602 16,571 24,433 26,488 24,114 19,256 231,375

使用量（KWh） 16,112 12,413 12,827 15,119 23,248 20,527 17,029 14,580 17,800 20,423 24,790 20,235 215,102

使用量（KWh） 1,235 1,114 1,198 1,534 1,805 1,592 1,232 1,212 1,379 1,542 1,481 1,350 16,674

使用量（KWh） 248 213 179 161 175 152 292 330 330 459 287 245 3,070

使用量（KWh） 32,054 24,431 28,567 40,055 50,428 40,227 33,155 32,693 43,941 48,912 50,672 41,086 466,221

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

使用量（KWh） 13,144 11,816 17,643 25,455 26,089 27,827 12,399 16,141 26,805 26,382 24,783 17,921 246,405

使用量（KWh） 16,224 11,351 12,092 18,749 23,135 21,601 14,748 9,358 12,394 17,000 21,052 16,906 194,610

使用量（KWh） 1,240 1,191 1,251 1,869 1,868 1,889 1,434 1,189 1,391 1,464 1,497 1,241 17,524

使用量（KWh） 250 224 194 215 303 327 305 299 324 411 296 304 3,452

使用量（KWh） 30,858 24,582 31,180 46,288 51,395 51,644 28,886 26,987 40,914 45,257 47,628 36,372 461,991

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（ＫＷｈ） △ 1,315 1,124 3,280 2,214 889 9,871 △ 2,203 △ 430 2,372 △ 106 669 △ 1,335 15,030

（ＫＷｈ） 112 △ 1,062 △ 735 3,630 △ 113 1,074 △ 2,281 △ 5,222 △ 5,406 △ 3,423 △ 3,738 △ 3,329 △ 20,492

（ＫＷｈ） 5 77 53 335 63 297 202 △ 23 12 △ 78 16 △ 109 850

（ＫＷｈ） 2 11 15 54 128 175 13 △ 31 △ 6 △ 48 9 59 382

（ＫＷｈ） △ 1,196 151 2,613 6,233 967 11,417 △ 4,269 △ 5,706 △ 3,027 △ 3,655 △ 3,044 △ 4,714 △ 4,230

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

（％） -9% 11% 23% 10% 4% 55% -15% -3% 10% 0% 3% -7% 6%

（％） 1% -9% -6% 24% 0% 5% -13% -36% -30% -17% -15% -16% -10%

（％） 0% 7% 4% 22% 4% 19% 16% -2% 1% -5% 1% -8% 5%

（％） 1% 5% 8% 34% 73% 115% 5% -9% -2% -10% 3% 24% 12%

（％） -4% 1% 9% 16% 2% 28% -13% -17% -7% -7% -6% -11% -1%

（結果基準）
○　＝　目標削減率（％）に達成
×　＝　目標削減率（％）に不達成

三好校

電気使用量　　　データ分析と目標値からの評価

２０２２年度目標 ２０１９〜２０２１年の実績数値の平均値比　２％以上　削減する。

２０１９年度～２０２１年度の実績の平均値

本社・豊田校

三好校

整備・損保・砿油

その他

合計

２０２２年度全体実績

本社・豊田校

三好校

整備・損保・砿油

その他

合計

増減数

本社・豊田校

三好校

整備・損保・砿油

その他

全体

増減率

本社・豊田校

整備・損保・砿油

その他

全体

全　体　結　果 〇 〇 〇 ×

評　価
8月はそこまで変わらないが、9月が繁忙期の期間が短くなったにも関わらず大幅に増えてしまった。一転して10月以降は一
貫し減らせているので、このまま続けていく。

× × × × 〇 〇× 〇 〇
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

使用量（Ｌ） 274.0 230.7 219.9 342.6 255.3 182.7 260.6 224.5 188.3 243.1 236.5 280.0 2,938.2

使用量（Ｌ） 4,531.8 4,224.3 5,299.6 6,610.3 7,854.2 6,767.3 5,006.7 4,519.4 5,713.1 5,394.8 7,144.5 8,460.8 71,526.8

使用量（Ｌ） 4,431.3 4,306.7 5,417.3 6,003.0 6,644.3 5,612.7 4,919.7 4,407.0 5,051.0 4,874.3 6,358.0 7,484.3 65,509.7

使用量（Ｌ） 293.7 257.0 335.6 329.3 335.5 326.1 312.2 311.7 366.8 288.7 246.8 337.7 3,741.1

使用量（Ｌ） 9,530.9 9,018.7 11,272.4 13,285.1 15,089.3 12,888.8 10,499.2 9,462.6 11,319.2 10,800.9 13,985.8 16,562.7 143,715.7

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

使用量（Ｌ） 275.0 348.0 402.5 368.7 324.0 209.0 295.2 165.6 408.1 195.0 319.9 381.3 3,692.3

使用量（Ｌ） 5,061.4 4,540.9 5,710.7 5,904.6 5,392.0 8,070.9 4,858.1 4,496.0 5,502.2 5,296.6 7,732.1 8,455.8 71,021.2

使用量（Ｌ） 4,990.0 4,462.0 4,890.0 5,062.0 6,229.0 5,924.0 4,457.0 3,885.0 4,688.0 4,146.0 4,995.0 6,794.0 60,522.0

使用量（Ｌ） 222.0 268.2 322.6 328.9 295.4 324.1 201.5 300.5 325.9 262.2 247.8 236.8 3,335.9

使用量（Ｌ） 10,548.4 9,619.2 11,325.8 11,664.2 12,240.4 14,528.0 9,811.8 8,847.0 10,924.1 9,899.8 13,294.8 15,867.9 138,571.4

（Ｌ） 1 117 183 26 69 26 35 △ 59 220 △ 48 83 101 754

（Ｌ） 530 317 411 △ 706 △ 2,462 1,304 △ 149 △ 23 △ 211 △ 98 588 △ 5 △ 506

（Ｌ） 559 155 △ 527 △ 941 △ 415 311 △ 463 △ 522 △ 363 △ 728 △ 1,363 △ 690 △ 4,988

（Ｌ） △ 72 11 △ 13 △ 0 △ 40 △ 2 △ 111 △ 11 △ 41 △ 27 1 △ 101 △ 405

（Ｌ） 1,017 600 53 △ 1,621 △ 2,849 1,639 △ 687 △ 616 △ 395 △ 901 △ 691 △ 695 △ 5,144

（％） 0% 51% 83% 8% 27% 14% 13% -26% 117% -20% 35% 36% 26%

（％） 12% 7% 8% -11% -31% 19% -3% -1% -4% -2% 8% 0% -1%

（％） 13% 4% -10% -16% -6% 6% -9% -12% -7% -15% -21% -9% -8%

（％） -24% 4% -4% 0% -12% -1% -35% -4% -11% -9% 0% -30% -11%

（％） 11% 7% 0% -12% -19% 13% -7% -7% -3% -8% -5% -4% -4%

（結果基準）
○　＝　目標削減率（％）に達成
×　＝　目標削減率（％）に不達成

豊田校

ガソリン使用量　　　データ分析と目標値からの評価

２０２２年度目標 ２０１９〜２０２１年の実績数値の平均値比　2％以上　削減する。

２０１９年度～２０２１年度の実績の平均値

本社

豊田校

三好校

整備・損保・砿油

合計

２０２２年度全体実績

本社

豊田校

三好校

整備・損保・砿油

合計

増　減　数

本社

豊田校

三好校

整備・損保・砿油

全体

増　減　率

本社

三好校

整備・損保・砿油

全体

全　体　結　果 × 〇 〇 〇

評　価 本社は6月からハイオクが増えたため。8月がコロナのピークだったからか、8月より9月の方が多くなっている。

× 〇 〇 × 〇 〇× 〇 〇
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

使用量（Ｌ） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0

使用量（Ｌ） 3,120.4 2,924.5 4,237.2 4,854.4 5,535.0 4,942.4 3,715.6 3,235.8 4,166.9 3,574.1 4,464.8 4,604.1 49,375

使用量（Ｌ） 4,070.3 3,868.7 5,204.0 5,626.0 5,254.7 5,477.0 5,143.7 4,564.3 4,640.3 4,428.7 4,563.0 5,095.3 57,936

使用量（Ｌ） 122.3 19.6 58.0 86.1 37.4 63.4 67.8 13.3 35.3 0.0 54.3 30.6 588

使用量（Ｌ） 7,313.0 6,812.9 9,499.2 10,566.5 10,827.1 10,482.9 8,927.1 7,813.5 8,842.6 8,002.8 9,082.1 9,730.0 107,899.6

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

使用量（Ｌ） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

使用量（Ｌ） 3,605.0 3,840.0 4,508.0 4,596.0 5,511.3 5,219.0 3,250.0 3,877.0 4,194.0 3,152.5 4,558.1 4,725.5 51,036.4

使用量（Ｌ） 4,667.0 4,493.0 4,967.0 5,320.0 5,401.0 5,048.0 4,779.0 3,756.0 4,223.0 3,506.0 3,537.0 4,212.0 53,909.0

使用量（Ｌ） 48.0 0.0 0.0 65.8 32.0 77.0 106.6 141.7 154.1 0.0 0.0 81.2 706.4

使用量（Ｌ） 8,320.0 8,333.0 9,475.0 9,981.8 10,944.3 10,344.0 8,135.6 7,774.7 8,571.1 6,658.5 8,095.1 9,018.7 105,651.8

（Ｌ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（Ｌ） 485 915 271 △ 258 △ 24 277 △ 466 641 27 △ 422 93 121 1,661

（Ｌ） 597 624 △ 237 △ 306 146 △ 429 △ 365 △ 808 △ 417 △ 923 △ 1,026 △ 883 △ 4,027

（Ｌ） △ 74 △ 20 △ 58 △ 20 △ 5 14 39 128 119 0 △ 54 51 118

（Ｌ） 1,007 1,520 △ 24 △ 585 117 △ 139 △ 791 △ 39 △ 272 △ 1,344 △ 987 △ 711 △ 2,248

（％） - - - - - - - - - - - - -

（％） 16% 31% 6% -5% 0% 6% -13% 20% 1% -12% 2% 3% 3%

（％） 15% 16% -5% -5% 3% -8% -7% -18% -9% -21% -22% -17% -7%

（％） -61% -100% -100% -24% -14% 21% 57% 963% 336% #DIV/0! -100% 166% 20%

（％） 14% 22% 0% -6% 1% -1% -9% 0% -3% -17% -11% -7% -2%

（結果基準）
○　＝　目標削減率（％）に達成
×　＝　目標削減率（％）に不達成

豊田校

軽油使用量　　　データ分析と目標値からの評価

２０２２年度目標 ２０１９〜２０２１年の実績数値の平均値比　２％以上　削減する。

２０１９年度～２０２１年度の実績の平均値

本社

豊田校

三好校

整備・損保・砿油

合計

２０２２年度全体実績

本社

豊田校

三好校

整備・損保・砿油

合計

増　減　数

本社

豊田校

三好校

整備・損保・砿油

全体

増　減　率

本社

三好校

整備・損保・砿油

全体

全　体　結　果 × 〇 〇 ×

評　価 グラフを眺めるとなだらかになって安定してきた。
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月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

発注数（枚） 55,000 14,583 39,167 54,167 37,917 38,333 50,833 31,667 41,667 39,167 36,250 41,250 480,000

発注数（枚） 42,500 55,000 39,500 9,000 72,500 5,000 32,500 31,500 45,000 27,500 55,000 10,000 425,000

（枚） △ 12,500 40,417 333 △ 45,167 34,583 △ 33,333 △ 18,333 △ 167 3,333 △ 11,667 18,750 △ 31,250 △ 55,000

（％） -23% 277% 1% -83% 91% -87% -36% -1% 8% -30% 52% -76% -11%

（結果基準）
○　＝　目標削減率（％）に達成
×　＝　目標削減率（％）に不達成

２０１９年度～２０２１年度の実績の平均値

紙類（コピー用紙）　　　データ分析と目標値からの評価

２０２２年度目標 ２０１９〜２０２１年の実績数値の平均値比　５％以上　削減する。

紙類（コピー用紙）の削減実態把握は、毎月の発注数集計で算出した。

２０２２年度実績

増　減　数

増　減　率

全　体　結　果 〇

評　価 昨年より増えてはいるので、大幅に増えないよう注意する。

× 〇 × 〇 〇 ×× × 〇 × 〇 〇

今後の取り組み ミスプリントの削減、情報の取扱いに留意して再利用できる裏紙は使用する。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

使用量（㎥） 227 143 176 184 177 175 1,083

使用量（㎥） 520 440 514 582 639 544 3,239

使用量（㎥） 33 31 31 35 32 42 204

使用量（㎥） 0 0 0 0 0 0 0

使用量（㎥） 780 614 721 800 848 761 4,525

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

使用量（㎥） 214 152 170 188 160 187 1,070

使用量（㎥） 414 400 429 393 403 422 2,461

使用量（㎥） 36 35 32 32 32 39 206

使用量（㎥） 0 0 0 0 0 0 0

使用量（㎥） 664 587 631 613 595 648 3,737

（㎥） △ 13 8 △ 7 4 △ 17 11 △ 12

（㎥） △ 106 △ 40 △ 85 △ 189 △ 236 △ 122 △ 778

（㎥） 3 4 1 △ 3 0 △ 3 2

（㎥） 0 0 0 0 0 0 0

（㎥） △ 116 △ 28 △ 91 △ 187 △ 253 △ 114 △ 788

（％） -6% 6% -4% 2% -9% 6% -1%

（％） -20% -9% -17% -32% -37% -22% -24%

（％） 10% 12% 3% -9% 0% -6% 1%

（％） #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

（％） -15% -4% -13% -23% -30% -15% -17%

（結果基準）
○　＝　目標削減率（％）に達成
×　＝　目標削減率（％）に不達成

三好校

水道使用量　　　データ分析と目標値からの評価

２０２２年度目標 ２０１９〜２０２１年の実績数値の平均値比　２％以上　削減する。

２０１９年度～２０２１年度の実績の平均値

本社・豊田校

三好校

整備・損保・砿油

その他

合計

２０２２年度全体実績

本社・豊田校

三好校

整備・損保・砿油

その他

合計

増　減　数

本社・豊田校

三好校

整備・損保・砿油

その他

全体

増　減　率

本社・豊田校

整備・損保・砿油

その他

全体

全　体　結　果 〇 ×

評　価 昨年より少し増加しているので、大幅に増加しないか注意する。
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　※　ガス使用量については、環境目標の基準はないが、自社的に目標を定めて行っている。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

使用量（㎏） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

使用量（㎏） 22.7 14.7 12.0 12.3 11.0 10.0 11.3 11.7 13.7 15.7 19.0 21.7 175.7

使用量（㎏） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

使用量（㎏） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

使用量（㎏） 22.7 14.7 12.0 12.3 11.0 10.0 11.3 11.7 13.7 15.7 19.0 21.7 175.7

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

使用量（㎏） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

使用量（㎏） 21.0 13.0 13.0 11.0 10.0 10.0 9.0 12.0 13.0 14.0 17.0 17.0 160.0

使用量（㎏） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

使用量（㎏） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

使用量（㎏） 21.0 13.0 13.0 11.0 10.0 10.0 9.0 12.0 13.0 14.0 17.0 17.0 160.0

（㎏） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（㎏） △ 1.7 △ 1.7 1.0 △ 1.3 △ 1.0 0.0 △ 2.3 0.3 △ 0.7 △ 1.7 △ 2.0 △ 4.7 △ 15.7

（㎏） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（㎏） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

（㎏） △ 1.7 △ 1.7 1.0 △ 1.3 △ 1.0 0.0 △ 2.3 0.3 △ 0.7 △ 1.7 △ 2.0 △ 4.7 △ 15.7

（％） #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

（％） -7% -11% 8% -11% -9% 0% -21% 3% -5% -11% -11% -22% -9%

（％）

（％） #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

（％） -7% -11% 8% -11% -9% 0% -21% 3% -5% -11% -11% -22% -9%

（結果基準）
○　＝　前年度より削減達成
×　＝　前年度より削減不達成

三好校

ガス使用量　　　データ分析と実績からの評価

２０２２年度目標 ２０１８〜２０２０年の実績数値の平均値比　２％以上　削減する。

２０１９年度～２０２１年度の実績の平均値

本社・豊田校

三好校

整備・損保・砿油

その他

合計

２０２２年度実績

本社・豊田校

三好校

整備・損保・砿油

その他

合計

増　減　数

本社・豊田校

三好校

整備・損保・砿油

その他

全体

増　減　率

本社・豊田校

整備・損保・砿油

その他

全体

全　体　結　果 〇 〇 〇 〇

評　価 安定的に減っているので、これからも少しずつ節約していく。

× 〇 〇 × 〇 ×〇 〇 〇
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

排出量（㎏） 341 254 358 363 331 366 344 355 363 659 199 199 4,131

排出量（㎏） 377 3,310 240 592 231 0 341 238 415 0 517 0 6,262

排出量（㎏） 718 3,564 598 955 562 366 684 593 778 659 716 199 10,393

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

排出量（㎏） 2,510 332 250 860 293 308 277 262 285 265 248 334 6,224

排出量（㎏） 623 0 0 532 380 200 1,670 0 70 0 0 0 3,475

排出量（㎏） 3,133 332 250 1,392 673 508 1,947 262 355 265 248 334 9,699

（kg） 2,169 78 △ 108 497 △ 38 △ 58 △ 67 △ 93 △ 78 △ 394 49 135 2,093

（kg） 246 △ 3,310 △ 240 △ 60 149 200 1,329 △ 238 △ 345 0 △ 517 0 △ 2,787

（kg） 2,415 △ 3,232 △ 348 437 111 142 1,263 △ 331 △ 423 △ 394 △ 468 135 △ 694

（％） 636% 31% -30% 137% -11% -16% -19% -26% -21% -60% 25% 68% 51%

（％） 65% - - -10% 65% #DIV/0! - -100% -83% - -100% - -45%

（％） 337% -91% -58% 46% 20% 39% 185% -56% -54% -60% -65% 68% -7%

（結果基準）
○　＝　目標削減率（％）に達成
×　＝　目標削減率（％）に不達成

（産業廃棄物）

廃棄物処理量　　　データ分析と目標値からの評価

２０２２年度目標 ２０１９〜２０２１年の実績数値の平均値比　５％以上　削減する。

２０１９年度～２０２１年度の実績の平均値

（一般廃棄物）

（一般廃棄物）

（合計）

２０２２年度実績

（一般廃棄物）

（産業廃棄物）

（合計）

増　減　数

（一般廃棄物）

（産業廃棄物）

全体

増　減　率

（産業廃棄物）

全体

全　体　結　果 × 〇 × 〇

評　価 3年平均の5月だけ除くと、3年平均より少し多めの量だったので、やはり混合物がメインを占めてしまうので、少しでも減らしていきたい。

× × × × 〇 〇〇 〇 〇
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作成日

A 担当部署

B チェック方法

電力の使用量を A 全部署

B 点検表

2020〜2022年の実績数値より A 全部署

２％以上削減する。 B 点検表

A 全部署

（年間目標値） B 点検表

470,062　ｋｗｈ A 学校部

B 点検表

A 全部署

B
ガソリン・軽油の使用量を A 全部署

2020〜2022年の実績数値より B
２％以上削減する。 A 全部署

ガソリン 軽油 B
（年間目標値） （年間目標値） A 学校部

139,593（Ｌ） 106,597（Ｌ） B
廃棄物の排出量を A 全部署

2020〜2022年の実績数値より B
５％以上削減する。 A 全部署

B

A 損保部

B

A 全部署

B
（年間目標値） A 整備部

9,798　㎏ B
水使用量を A 全部署

2020〜2022年の実績数値より B
２％以上削減する。 A 全部署

B
（年間目標値） A 全部署

4,221　㎥ B
グリーン購入の実態把握 A 本　社

B
購入切替 A 本　社

（グリーン購入率目標） B
60% A 本　社

B
エコドライブに関する情報収集 A 学校部

と教育内容に対する準備 B

A 学校部

B
講習内容についての A 学校部

情報収集と準備 B

A 学校部

B
化学物質を的確に管理する。 A 本社・砿油部

B
化
学
物
質

管
　
理

①
化学物質を的確に管理する。

ガソリン・軽油給油量を調査して、化学物質を把握する。

育
成

サ
ー

ビ
ス

①
企業講習等の積極的な実施

安全運転講習を通じてサービス向上に努める。

②
講習会・イベント等積極的な取組

イベント等実施の際に、環境活動に対するアピールを行う。

エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
教
育

①
教習時にエコドライブについての説明

教習車プリウスによる教習を実施

②
エコドライブ講習等積極的な活動

情報収集を行う。

グ
リ
ー

ン

購
入

①
購入先・購入方法の徹底

データによる管理を行う。

②
購入物内容の把握

データによる管理を行う。

③
インターネット発注による的確な管理

インターネット管理により、管理が行い易い方法を取る。

⑤
産業廃棄物の適正処理徹底

産業廃棄物の排出状況確認（毎月・随時）集計表・マニュフェスト

水
使
用
量

削
減

①
水使用の管理強化（従業員に対して）

節水の意識向上を図る。（掲示実施）

②
水道配管からの漏水を定期的な点検する。

水道メーターの確認と毎月使用量データからの確認を行なう。

③
節水協力ポスター掲示による節水推進（お客様に対して）

節水ポスターにより節水協力意識を高めるようにする。

③
ペーパーレスの実施

確認資料等可能な限りパソコン画面で行い、ペーパーレス化を図る。

④
ゴミ分別廃棄の徹底

分別ゴミ箱を随時点検する。（飲料会社）

③
スクールバス路線の効果的な運用

運行状態を確認して見直しを行い、走行距離を削減する。

廃
棄
物
排
出

量
の
削
減

①
OA紙裏面使用の徹底を図り、紙使用の削減をする。

OA紙裏面使用の周知徹底をする。

②
コピー用紙購入の適正管理

毎月の購入枚数を管理して、前年度比較が行い易いようにする。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

①
冷暖房の使用方法等の徹底

点検表でチェックを行ない、適時調節をする。

②
建物内の不要照明消灯の徹底

①
教習及び業務でのアイドリングストップの徹底

暖気運転等の削減

②
ハイブリット車の有効利用

プリウスを使用しての教習実施・営業車に電気自動車利用

④
事務所照明の適性化実施

随時、蛍光灯の確認を行ない、適正化を図るようにする。

⑤
節電協力ポスター掲示による節電推進

節電ポスターにより節電協力意識を高めるようにする。

点検表でチェックを行ない、不要照明は各人が消灯する。

③
教習コース照明時間の把握

点検表でチェックを行い、点灯開始・終了時間を管理する。

7－２　次年度の環境経営目標及び環境経営計画
2023/04/13

環境
方針

２０２３年度（令和５年　４月～令和６年　３月）

目　　標
取組
項目

　活　動　計　画

　具体的取組方法
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化学物質管理

目標
ガソリン使用量を削減し、化学物質の削減を目指す。化学物質について
は、適切な管理を徹底する。

結果
・ガソリン使用量は、昨年より減少しているが、昨年の卒業者数の減少率よ
りは減少させることができなかった。
・化学物質は適正に管理した。

評価
ガソリン使用量に関しては、エコ取り組み以前と比較すれば削減が出来て
いるが前年度と比較すると無駄を省いても単純な使用量削減が困難になり
つつある。引き続き取り組み方法を検討し地道に削減を目指す。

ドライバー育成

目標 積極的な講習会の実施・取り組み

結果
企業等講習を実施した。
・豊田校　13件　122名
・三好校　4件　32名

評価
R4年度は合計154名の方に対して講習を実施した。
今後も積極的に講習を実施していく。

エコドライブ教育

目標 教習生に対するエコドライブの周知徹底

結果
・教習生に対し、MIRAI、プリウス等による教習、体験乗車を行いエコドライ
ブ教育を実施した。

評価
・教習生に対するエコドライブ教育は順調に達成している。今後もエコカー
の導入を含め教育機会の増加に務める。

環境目標の実績

グリーン購入

目標
・グリーン購入の実態把握
・発注のインターネット利用
・購入切り替え（目標　60％）

結果
・購入物のデータ管理化達成
・購入品目２３種類中、グリーン購入対象１１種類（４７．８２％）

評価
品目的にグリーン購入が出来ない項目はあるが引き続きグリーン購入を推
進します。



　１　当社における環境関係法令

① 廃棄物処理法

② 家電リサイクル法

③ 自動車リサイクル法

④ フロン排出抑制法

⑤ 浄化槽法

⑥ 消防法

⑦ ＰＲＴＲ法（化学物質管理法）

⑧ 水質汚濁防止法

⑨ 下水道法

⑩ （県条例）アイドリング・ストップ

⑪ 自動車NOx・PM法 

　２　違反、訴訟等

　　　　環境関連法規への違反はありません。
　　　なお、関係当局よりの違反等の指摘及び訴訟は、過去３年間ありません。

８.　環境関連法の遵守状況の確認及び評価の結果、

　　 並びに違反、訴訟などの有無
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「代表者は、定期的にエコアクション21に基づく環境経営全体の取組状況及びその効果
を評価し、以下の項目を含む総括的な見直しを実施し、必要な指示を行う。」

・環境経営方針　・環境経営目標及び環境経営計画　・実施体制

作成者

作成日

評価者

記載日

評価結果

　　　１．環境経営システム　　　　有効に機能している　・　機能していない

　　　２．環境への取組み　　　　　適切である・一部適切でない

変更判断・指示

　　　１．環境経営方針の変更 有　・　無

　　　２．環境経営目標の変更 有　・　無

　　　３．活動計画の変更 有　・　無

　　　４．実施体制の変更 有　・　無

　　　５．環境経営システムの変更 有　・　無
　　　　　変更の理由（詳細にわたる場合は別紙添付）

環境管理責任者への指示事項

環境への取り組みをこれからも推進させていきたいです。しかし、従業員一人一人の参加意識を
高めていくシステムを構築し、意識と実績の向上を目指していきます。

　　　審査結果について対応すべき点を再度検討し、改善する。

５．外部からの苦情等の受付結果

　　　外部からの苦情等はなし。

６．問題点の是正予防報告書

　　　R5.9.28付  報告書あり

代表者による変更の必要性の判断・指示
代　表　者

令和5年　9月28日

４．審査結果情報

9.代表者による全体の取組状況の評価と見直し・指示

環境管理責任者による見直しに必要なコメント
環境管理責任者

令和5年　9月28日

１．環境経営目標とその達成状況（達成した場合は設定に問題が無かったか、次年度の目標設定について、
　　未達成の場合は原因と次年度の目標や対応策について記載）

これからも過去3年間の平均を基準数値として、二酸化炭素の排出量を抑えることが出来ましたが、卒業者数の減少率
ほど減少させることが出来なかったので、抑えられなかった項目を抑えたい。

２．環境経営計画の実施状況（取組に問題が無かったか、次年度の取組について記載）

次年度以降も環境経営計画を基礎として各部署で効率的に対応できるシステムを整えることに注力し、無理・無駄のな
い運営を行います。特に、卒業者数の減少率よりも低くならなかった(水道、電気)に注意を向けていきたいです。

３．環境関連法規の見直し、遵守事項

　　　特になし。今後のデータ収集については注意を払っていく。


